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【背景】 REBa2Cu4O8 (RE124)は Tc = 80 K を

示し、類似構造を持つ REBa2Cu3O7-(RE123)と

比較して酸素欠損及び Ba サイトへの RE 置換

(RE/Ba置換)によるTcの低下が生じにくい利点

を有している。これまで我々は水酸化カリウム

(KOH)をフラックスに用いた液相成長法によ

り、700 ˚C 以下の低温で良質な RE124 膜を作

製してきた[1]。さらに、KOHのみでは成膜温度

の下限が 550 ̊ Cであったが、KOHと水酸化ナ

トリウム(NaOH)の共晶溶液をフラックスとし

て用いることで、475 ̊ Cまで成膜温度の低温化

に成功している[2]。一方で、KOHを用いて成膜

したGd124膜のTcが成膜温度によって変化し、

700 ˚Cでは Tc = 65 K であったのに対し、550 

˚Cでは Tc = 83 K [3]まで向上することが分かっ

た。すなわち、低温環境下で成膜することによ

ってさらなる Tc の向上が期待できる。そこで

本研究では、高い Tcを有する Gd124 膜を作製

するために、KOHNaOH共晶溶液をフラック

スに用いて 550 ˚C以下で成膜を試みた。 

【実験方法】 はじめに Al2O3 るつぼ内へ 5.0 

g の KOHNaOH共晶組成の混合物を充填し、

目的の成膜温度で融解させた。その後、Gd2O3, 

BaO2, CuOを Gd : Ba : Cu = 1 : 2 : 4 となるよう

に混合した原料粉と、スパッタリング法で

LaAlO3 基板上に NdGaO3 種膜を成膜した基材

を投入し 12 h 保持することによって Gd124 を

成膜した。相の同定には XRD 2 測定、Tcの

評価には直流四端子法による RT 特性測定を

用いた。 

【結果と検討】 KOHNaOH共晶溶液を用い

ることで、過去の報告と同様 475 ˚C まで

Gd124 膜の成膜温度を低温化することに成功

した(以下共晶-Gd124 膜)。しかしながら、共晶

-Gd124 膜は Tc = 68 Kを示し、550 ̊ Cで成膜し

た Gd124膜(以下KOH-Gd124膜)の Tc = 83 Kよ

りも低かった。この Tc 低下の要因を調査する

ため、KOHNaOH共晶溶液を用いて 550 ̊ C で

Gd124 膜を作製し、KOH をフラックスとして

同温度で作製した Gd124 膜と比較した。図に

それぞれのフラックスで作製した Gd124 膜の

RT 特性を示す。KOH-Gd124 膜は Tc
onset = 85.6 

K, Tc
zero = 82.6 Kであるのに対し、共晶-Gd124

膜は Tc
onset = 71.0 K, Tc

zero = 67.3 Kと 15 K 程度

低かった。XRD 2回折パターンから c 軸長

を算出したところ、KOH-Gd124 膜は 27.32 Å、

共晶-Gd124 膜は 27.40 Å であり、長い c 軸長

を持つ膜のTcが低下していることが分かった。

以上の結果より、c 軸長が長くなるような結晶

欠陥がKOHNaOH共晶溶液によって引き起こ

され、Tcが低下している可能性が示唆された。

発表当日は、フラックスの組成及び成膜温度を

変えて作製した Gd124 膜の結果についても述

べる予定である。 

Fig. RT characteristics of  

Gd124/NdGaO3/LaAlO3 films 
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